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論文
一．はじめに
本稿では、
D
igital H
um
anities （デジタル・ヒューマニティーズ、以下
Ｄ
Ｈ）の学界動向を紹介し、イスラーム研究における活用の可能性を探りたい。
ＤＨ
は、 ﹁デジタル人文学﹂あるいは﹁人文情報学﹂と訳されることも
あるが、いずれにせよ、多くのイスラーム研究者 とっては耳慣れない言葉であろう 後述するように、この新しい言葉は世界的にも十数年 歴史しかもたない。しかし、人文学におけるコンピュ タの使用 は、五〇年以上の歴史がある。日々進歩していく情報技術 導入は、人文学研究の研究手法そのものへの再考を迫るものである。イスラームの歴史、思想、文学などの人文学研究を行なうイスラーム研究者にとっても、ＤＨの研究手法は研究推進のために有益であり、今後重要な役割を果たすようになるだろう。
また、ＤＨの特徴のひとつとして、研究領域の横断性が挙げられる。ＤＨ
の領域横断性は、人文学と情報学を融合 た学問であることを意味する以上に、これまで言語 壁に阻まれていたイスラーム研究の門戸を、他分野の専門家にも開く可能 を意味している。文献を複写して電子媒体に保存する方法だけがテクスト デジタル化 は い 述するよう 、各国の言語 世界共通のマークアップ言語に書き換えるという方法で、現在さまざまなテクストのデジタル化が進められている。ＤＨは、自然科学の共通言語 数
学と同様に、人文学のあらゆる領域を結ぶ共通言語となる可能性を秘めているのである（
Shim
oda, 2012 ） 。
本稿の構成は以下のとおりである。次章でＤＨの沿革をたどり、第三章で
は
ＤＨ
を活用したイスラーム研究の先行事例を紹介する。第四
章
において
は、筆者の研究における
ＤＨ
の導入とその有効性について報告する。最後
に、日本のイスラーム研究 おけるＤＨの活用についての展望を述べたい。二．デジタル・ヒューマニティーズについて
日本における
ＤＨ
に特化した学会として、二〇一二年に設立された
Japanese A
ssociation for D
igital H
um
anities （日本デジタル・ヒューマニティー
ズ学会、以下
J
A
D
H）が挙げられる。
J
A
D
Hは設立当初より、二〇〇二
年テュービンゲンで結成された
A
lliance of D
igital H
um
anities O
rganizations （デ
ジタル・ヒューマニティーズ学会連合）に加盟し、ヨ ロッパ、アメリカ、カナダ、オーストラリアの各ＤＨ学会とともに、国際学会として活動している。
J
A
D
Hのウェブサイトには、 ﹁日本語で
W
e
bで読める海外
ＤＨ
関連
の論文・エッセイ﹂がまとめられている（
J
A
D
H、 二〇一四） 。ここで紹
介されている『デジタル・ヒューマニティーズ入門』 （中川他訳、二〇一三）の記述に沿いながら、
ＤＨ
の基本的事項を確認していきたい。はじめに、
﹁デジタル・ヒューマニティーズ﹂という言葉は以下のように定義される。
イスラーム研究におけるデジタル・

　　
ヒューマニティーズの活用に向けて――
　
シャー・ワリーウッラー 『ハラマインの師たちの瞳孔』 に基づく


一七―一八世紀ハラマインの学者ネットワーク分析
　　
石田
　
友梨
　
早稲田大学アジア太平洋研究センター助手
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デジタル・ヒューマニティーズとは、共同で、分野横断的に、コンピュータを用いて取り組まれる、研究、教育、出版のための学問と組織の新しいあり方のことである。 （中川他訳 二〇一三：六）
コンピュータを用いた人文学研究は、一九四九年にロベルト・ブーサ
（
R
oberto B
usa, 1913–2011 ）が
I
B
Mと共同で取り組んだ、トマス・アクィナ
スの著作の用語索引にまで遡る。テクストをデジタル化する際の決まりは、
T
E
I（
T
ext E
ncoding Initiative ） や
X
M
L（
eX
tensible M
arkup L
anguage ）
を生んだ（中川他訳、二〇一三：八） 。
それでは次に、
T
E
Iと
X
M
Lについて概説したい。
T
E
Iは、 ﹁人文学
資料のマークアップのためのルールを定めているガイドラインを指す場合と、これを策定しているコンソーシアムを指す場合﹂ （
N
agasaki, n.d. ）があ
る。本稿執筆時点の最新版ガイドラインは、
TEI P5
である（
T
E
I、
二〇一五） 。
T
E
Iは、人文学資料のデジタル化をする際の世界共通の規則
を定めているものと換言することができよう。
さて、コンピュータなどの機械が認識できる状態への変換作業は、デジタ
ル化に不可欠であ 。た えば、あるテクストのどこからどこまでが表題であり、どこで改行されているのかについて、機械が理解できるように指示しなければならない。これらの各要素に ﹁タグ﹂と呼ばれる目印（
< > ）を使
用してマーク付け （
m
arkup ）を行なうマークアップ言語のひとつが、
X
M
L
である。マークアップ言語とし は、ウェブで使用されている
H
T
M
L
（
H
yper Text M
arkup Language ）が最も有名である。
デジタル化の対象は、テクストにとどまらない。美術品や舞台芸術、建築
物などの文化資源についても、映像 デジタル化することができる。デジタル化によって大量に集められた記録は、検索性の向上が図ら 、著作権の問題を解決しながら公開が進められている。しかし デジタル化による保存や保管のみがＤＨの学問的価値では い。デジタル化によって可能になる定量的な計算を活用するなど、新しい人文学的研究手法が試みられ い 。たとえば、テクストをデジタル化することにより、あ 作品のある単語の用頻度から、その作品の特徴や位置づけを考察することができ また、異本の異同を比較していくことで、写本系統を考察することも 能
ＤＨの研究対象は多岐にわたるが、その国の文学や文化の研究を対象とし
たものが多く見受け れる。欧米では まずは英文学においてＤＨ 導入さ
れた。日本においても、 『源氏物語』などの日本文学からはじまり、伝統芸能などの研究に活用されている例が多い
（
1）。日本で行なわれている
ＤＨ
の
研究成果のひとつとして、 ﹁
S
A
T大正新脩大藏經テキストデータベース﹂
（
SAT, 2012 ）が挙げられる。ラテン文字以外のテクストの検索可能なデータ
ベースを構築するこ で、いわゆる東洋学の文献にもＤＨ 道を切り開いており、多様な言語のデジタル化と う観点からも意義は大きい。
また、京都大学文学研究科の林晋教授が開発した
SM
A
RT-G
S
（
2）は、文献
のデジタル画像を取り込めば、検索やリンク機能を加えることができる。文書全体からのキーワード検索や、画像検索機能を用 た難読字の解読支援も可能なため、手稿を対象とした研究や、未解読の契丹大字、チベット仏典の研究などに活用されている（永野、二〇〇九） 。三．
 デジタル・ヒューマニティーズと
 
イスラーム研究
それでは、イスラーム研究におけるＤＨの活用は、どのような状況にある
のだろうか。イスラーム研究に有益なサイトについては 保坂（二〇〇八）で概観を得ることができる。カタログや文献 デジタル化とウェブ上での公開は、現在世界中で進行しており
（
3）、文献学者の研究環境や研究方法を大
きく変化させていく だろう。各国各地域 最新情報の共有に努めていく必要がある
（
4）。
国内においても、早稲田大学イスラーム地域 機構は、所蔵するマイク
ロ資料﹁英国図書館蔵アラビア語写本集成﹂などのカタログ（
IA
S, 2008– ）
を、京都大学イスラーム地域研究センターは、 ﹁イブン・アラビー学派文献目録データベース﹂ （
C
D
SIA
, 2010 ）を公開してきた。最近では、二〇一五年
九月に上智大学アジア文化研究所が、 ﹁東南アジア・キターブ・コレクション﹂のカタログ（
K
aw
ashim
a et al. eds., 2015 ）を公開したばかりである。こ
のカタログは、上智大学の
O
P
A
C（
O
nline Public A
ccess C
atalog ）
（
5）から検
索可能となっている。
また、国立情報学研究所ディジタル・シルクロード・プロジェクト
（
D
SR
P, 2003–2014 ）のひとつである﹁ 『東洋文庫所蔵』貴重書デジタルアー
カイブ﹂
（
6）には、アラビア語テクストにフランス語訳を付した
C・ドフレ
メリー
&
 
B・
 
R・サンギネッティの『イブン
=
バットゥータの旅（
Voyages 
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d’Ibn B
atoutah ） 』全四巻も含まれている
（
7）。現在のところ、アラビア文字を
O
C
R（
O
ptical C
haracter R
ecognition/R
eader ）で機械的に読みとることはで
きない。このため、イスラーム文献のデジタル化は、画像を電子媒体に保存する段階に止まっている。そのなかで、藤井守男によるペルシア語神秘主義テクストのデータベース
（
8）構築は出色である。
テクストのデジタル化以外に目を向ければ、前述のディジタル・シルク
ロード・プロジェクトには、地震で崩壊したイランのバム遺跡を三次元
C
G
で復元する﹁イラン・バムの城塞
　
危機に瀕する遺産
　
伝承し復興すべき記
憶﹂
（
9）や﹁スタイン地名データベース﹂
（
10）が含まれており、テクストのデ
ジタル化以外にもＤＨを活用した研究の実例を示している。アーガー・ハーン財団
（
11）が運営する、イスラーム建築を中心とした文化資源の画像などを
歴史的地理的に結びつけ
A
rchnet （
12）も、
ＤＨ
の積極的な活用例として参考
になるだろう。
イスラーム研究においては、ＤＨを積極的に取り入れた研究者として、マ
キシム・ロマノフ（
M
axim
 R
om
anov ）の名が挙げられる。彼は自身のサイト
al- R
aqm
iyyāt （
R
om
anov, 2015 ）
において研究を公開しており、ザハビー（
al-
D
hahabī, 1274–1348 ）の歴史書からニスバ（
nisba ）を分析し、イスラーム文
化圏の中心都市の変遷をアニメーションにしたものなどが閲覧できる。
また、アンドレ・パニソン（
A
ndré Panisson ）は、
S
N
S革命の別名をも
つ﹁アラブの春﹂について、短文投稿共有サービス
Tw
itter （
13）の分析を行い、
動画共有サービス
YouTube （
14）に公開している（
Panisson, 2011 ） 。パニソンの
分析は、ネットワーク可視化ソフト
G
ephi （
15）を用いているが、このフリー・
ソフトは二〇〇八年フランス お 開発が始まり、複数の研究施設や企業などからなるコンソーシアム形式で運営されている。
G
ephi: W
iki （
16）のサイト
には、
G
ephi を用いたネットワーク分析のデータセットのサンプル一覧もあ
り、パニソンのデータセットも公開されている
（
17）。
G
ephi を用いた歴史的
ネットワーク分析の先行研究としては、ハーヴァード大学歴史経済センターによるウェブサイト
V
isualizing H
istorical N
etw
ork
（
18）に紹介されている六つの
プロジェクトが参考となる。次章では、イス ーム研究における
G
ephi を用
いた歴史的 試みとして、筆者 研究を紹介したい。
四．
 一七︱一八世紀ハラマインにおける
 
学者ネットワーク
本章では、イスラーム研究におけるＤＨの導入に取り組む筆者の研究の概
要について述べ、その進捗状況を報告したい。筆者は当初、一八世紀インドのイスラーム改革思想
（
19）家シャー・ワリーウッラー・ディフラウィー
（
S
hāh W
alī A
llāh al-D
ihlaw
ī, 1703–1762 ）の思想研究を行っていた。ワリー
ウッラーの思想を理解するにあたり、その思想形成に影響を与えた人物たちを考察の範囲に含めていくのは、当然の成り行きである。ワリーウッラーの著作には、ある思想家の名が明白 言及され、その思想の内容について説明がなされている箇所が散見される。また、ワリーウッラーは、自分の学問的系譜に連なる人物たちについての伝記集『賢人たちの息吹（
A
nfās al-
‘ārifīn ） 』 （以下『息吹』 ）も残している。これらから、ワリーウッラーの思
想に影響を与えた人 、少なくともワリーウッラー自身が自分の思想影響していると主張したい人物たちの特定は容易である。ワリーウッラー記述内容をデータとすれば、ワリーウッラーに至 思想の伝達経路をネットワークとして再構築することが可能となる。ワリーウッラーの思想を形成したネットワーク 描くための第一歩として、本稿では、ワリーウッラーがハラマイン（
Ḥ
aram
ayn ）
（
20）で継承した学問の系統に研究対象を絞る。
一七三一年、インドからハラマインへ渡った二八歳のワリーウッラーは、
アブー・ターヒル
A
bū Ṭ
āhir, 1670–1733 ）などに学んだ（
JL: 173 ） 。ア
ブー・ターヒルの父であり、その師でもあったイブラーヒーム・ク ラーニー（
Ibrāhīm
 al-K
ūrānī, 1614–1690 ）には、東南アジア出身の弟子もいた。
彼の教えが遠く東南アジアにも伝えられたことから、クーラーニ は、イスラーム改革思想の伝達に大きな役割を果たした人物 して知ら（A
zra, 2004 ） 。ワリーウッラーは、アブー・ターヒルを通じてクーラーニー
のイス を肯定的に継承したと考えられる。事実 ワリーウッラー 伝記集『息吹』に収録されている『ハラマインの師 ちの瞳孔（Insān al-ʻayn fī m
ashā’ikh al-Ḥ
aram
ayn ） 』 （以下『瞳孔』 ）には、ワリーウッ
ラーが直接教えを受けていたアブー・ターヒルに加え、クーラーニー その師たちについて 記述も含まれている。 『瞳孔』は、ほぼ没年順 一二人の学者を取り上げており、ワリーウッラーが自分 つながるハラマインの学者
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たちの系統を記録したものであると同時に、一七―一八世紀にハラマインで活躍した学者たちのネットワークを描くためのデータを提供するものでもある。そこで本研究では、以下の手順で研究を進めた。
最初に、 『瞳孔』の原典を読み、学者たちの思想や人間関係に関係する記
述を抽出した。次に、抽出した内容をデータとして蓄積した。続いて、G
ephi を用いてデータからネットワークを視覚化し、分析した。 （１）抽出、
（２）蓄積、 （３）分析の各段階について、以下に詳細を述べていく。
四．一
　
抽出
『瞳孔』は、一部アラビア語の文章が含まれるものの、ほぼペルシア語で著されている。この作品 含む『息吹』の写本は、ハイデラーバードの東洋写本図書館
（
21）、ラクナウーのウラマー協会図書館
（
22）などに所蔵されている。
筆者は二種類の刊本を入手して参照した
（
23）。今回は、筆者単独で『瞳孔』
を解読しながら該当箇所の抽出 業 行ったため、テクストのデジタル化を行なわなかった。しかし、今後研究対象とす 文献の範囲を広げ、作業を分担していくならば、アラビア語やペルシア語のテクストのデジタル化方法確立することが課題になるだろう。さらに、 ﹁人名﹂ 、 ﹁地名﹂ 、 ﹁年月日﹂などの抽出基準を明確化し 共有することも必要となる。たとえば、人物
Aと
人物
Bの関係を、対等な友人関係であるとみなすのか、それとも師弟関係と
して捉えるのか、比較的記述の明快な文章からなる伝記といえども、読み手の解釈により左右される箇所が含まれている。本稿では テクストに明確な記述がないかぎり、文脈から明らかとしても推論を用いた解釈はしないという厳格な方針で抽出した。他の文献から得られる知識についても、一切解釈に反映させないこととした。
それではここで、抽出の実例を示していく。 『瞳孔』の最初に紹介されて
いる学者はアフマド・シンナーウィー（
A
ḥm
ad S
hinnāw
ī, 1567–1619 ）であ
り、その伝記の冒頭は【引用１】のとおりである。
【引用１】シャイフ・アフマド・シンナーウィー―アッラーの慈悲が彼にあらんことを―の話彼はアリー・ブン・アブドゥルクッドゥ ス・ブン・ムハンマド・アッバー
ス・シンナーウィー（
ʻA
lī b. ‘A
bd al-Q
uddūs b. M
uḥam
m
ad ‘A
bbās S
hinnāw
ī ）
の息子である。彼の尊敬すべき祖先たちは、偉大なる聖者たち（
kibār-i 
aw
liyā’ ）であった。シャイフ・アブドゥルワッハーブ・シャアラーウィー
（
S
haykh ‘A
bd al-W
ahhāb al-S
haʻrāw
ī ）
（
24）は、彼らについて記した。 ︹シンナー
ウィーは︺イスラーム法（
sharīʻat ）と神秘主義（
ḥaqīqat ）の学問に通じてい
た。ハディース学については、シャムス・ラムリー（
Sham
s R
am
lī ） 、自分の
父親、サイイド・ガザンファル（
Sayyid G
haz̤anfar ） 、シャイフ・ムハンマ
ド・ブン・アブルハサン・バクリ （
Shaykh M
uḥam
m
ad b. A
bū al-Ḥ
asan 
B
akrī ）から伝えられた。自分の父親から︹授けられた︺ヒルカ（
khirqa ）を
着た。その後、サイ ド・スィブガトゥッラー（
Sayyid Ṣ
ibgha A
llāh ）の講
話（
ṣuḥbat ）が必要となり、彼の手ずからヒルカを着た（
A
M
: 181 ） 。
【引用１】の記述から、アフマド・シンナーウィーの父親の名前がアリーであり、父アリーは息子アフマドにハディース学と神秘主義を教えたこと
（
25）
が分かる。また、アフマド・シンナーウィーは、ハディース学をシャムス・ラムリー、サイイド・ガザンファル、ムハンマド・バクリーからも学び、神秘主義をスィブガトゥッラ からも学んでいたことが明記されている。
アフマド・スィンナーウィーをめぐる人間関係について得られた情報は、
以下のようにまとめられる。（１）父：アリー・シンナーウィー（２）
 ハディース学の師：アリー・シンナーウィー、シャムス・ラムリー、サイイド・ガザンファル、ムハンマド・バクリー
（３）神秘主義の師 、スィブガトゥッラー次項では、このようにして得られた情報を蓄積していく方法について述
 
べる。
四．二
　
蓄積
G
ephi を用いた分析を行なうためには、
C
S
Vファイルで﹁ノード
（
node ） ﹂と﹁エッジ（
edge ） ﹂のデータを作成する必要がある。ネットワー
クの点となるのがノードであり、点と点をつなぐ線がエッジ る。今回は、 『瞳孔』の各登場人物にひとつずつノードを割り当て、人物同士の関係をエッジでつなぐこととした。ただし
G
ephi によってネットワークを視覚
化した場合には、エッジに多層の関係性を反映させることはできない。たと
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えば、アリー・シンナーウィーとアフマド・シンナーウィーのように、 （１）父親と息子という親子関係、 （２）ハディース学における師弟関係、 （３）神秘主義における師弟関係という三つの関係が重なっている場合においても、目に見えるエッジの数は一本だけである。
それでは、ノードとエッジのデータの作成方法を以下に述べていく。ま
ず、ノードについては、登場人物 人ひとりに
“ID
” を与えて整理する。人
物名が長くなる場合が多いので、
“Label” として略称を付け、
 “N
am
e” で『瞳
孔』に記された正式名を参照できるよ にし、ＩＤと対応させた一覧表を作成する（ 【図表１】参照）
以上がノードの基本であるが、人物によっては、ヒジュラ暦での﹁没年﹂ 、
﹁出生地﹂ 、 ﹁居住地﹂ 、所属していた﹁法学派（
m
adhhab ） ﹂や﹁教団（
ṭarīqa ） ﹂
などの情報も、 『瞳孔』の記述から得られることがある。これらを人物の属性データとし、項目を設け蓄積しておくこともできる。ノ ドの属性に いてのデータ作成例を示すために、イーサー・マグリビー （
ʻĪsā al-M
aghribī, 1611–
1669/70 ）についての『瞳孔』の記述の抜
粋
（ 【引用２】 ）
をみてみよう。
【引用２】シャイフ・イーサー・ジャアファル・マグリビーの話彼の生まれと出身はマグリブである。伝承的諸学のうち、クルア ンといくつかのマトン（
m
atn ）は、まさに
この地において学んだ。……︹イーサー・マグリビーは︺シャイフたちの多くを嫌悪していた。しかし、生涯の終りまでシャーズィリー教団諸派を信奉し、この教団は彼に力をもっていた。イマーム・アブー・ハニーファ（
Im
ām
 A
bū Ḥ
anīfa ）に捧げ
るため、あるムスナドを編集していた。……一〇八〇年にこ 世を去っ
た（
A
M
: 186 ） 。
【引用２】の記述より、イーサー・マグリビーがシャーズィリー教団に属し、ハナフィー法学派であったことは明らかである。また、没年はヒジュラ暦一〇八〇年（西暦一六六九／七〇年）である。以上をノードのデータに反映させたものが【図表２】である。 【図表１】に、ヒジュラ による﹁没年（
D
eath Year ） ﹂の項目を加えてある。
また、スンナ派の法学派は、 ﹁マーリク法学派（
M
ālikī ） ﹂ 、
﹁シャーフィイー法学派（
Shāfiʻī ） ﹂ 、 ﹁ハナフィー法学派
（
Ḥ
anafī ） ﹂ 、 ﹁ハンバル法学派（
Ḥ
anbalī ） ﹂であるので、予め
これら四つを属性の項目 設けておく。教団については、言及さ たもの 順に加えていけばよい。 『瞳孔』 は﹁シャーズィリー教団（
Shādhilīya ） ﹂ のほか、 ﹁マダニー教団
（
M
adanīya ） ﹂ 、 ﹁ハルワティー教団（
K
halw
atīya ） ﹂ 、 ﹁ナク
シュバンディー教団（
N
aqshbandīya ） ﹂ 、 ﹁カーディリー教団
（
Q
ādirīya ） ﹂の名がみられる。さらに、教団ではないが、
イブン・アラビー（
Ibn ʻA
rabī, 1165–1240 ）に代表される
﹁存在一性論（
W
ujūdīya ） ﹂への傾倒が語られることがある
ので、これも項目に加え、計一一項目 属性データを収集した。
なお、属性の各項目には、その記述内容によって区分
した﹁空欄（０） ﹂から﹁２﹂までの値を入れることとした。たとえば、イーサー・マグリビーの属性として、ハナフィー法学派とシャ ズィリー教団の項目を﹁２﹂としたが、これは『瞳孔』に各法学派や各教団への帰属示す明白な記述があることを意味する。 値が﹁１﹂である場合は、帰属は不明であるが 接触があったことを意味す 。帰属している法学派以外の について学んだ場合などに用いる。各属性の項目 空欄は、値﹁０﹂を意味し、 『瞳孔』に言及がなかったことを示す。
次に、エッジのデータを作成する。
G
ephi を使用する場
合、エッジには向きがある つまり、ノード
ａ
とノード
【図表1】ノード一覧表の作成例
ID Label Name
0001 Aḥmad Shinnāwī Shaykh Aḥmad Shinnāwī
0002 ʻAlī Shinnāwī ʻAlī b. ‘Abd al-Quddūs b. Muḥammad ‘Abbās Shinnāwī
0003 al-Shaʻrānī Shaykh ‘Abd al-Wahhāb al-Shaʻrāwī
0004 Shams Ramlī Shams Ramlī
0005 Sayyid Ghaz̤anfar Sayyid Ghaz̤anfar
0006 Muḥammad Bakrī Shaykh Muḥammad b. Abū al-Ḥasan Bakrī
0007 Ṣibgha Allāh Sayyid Ṣibgha Allāh
 （筆者作成）
【図表2】属性の項目を増やしたノード一覧表の作成例
ID Label Name Death Year
Madhhab Ṭarīqa
Mālikī Shāfiʻī Ḥanafī Ḥanbalī Shādhilīya …
0008 ʻĪsā al-Maghribī Shaykh ʻĪsā al-Maghribī 1080 2 2
 （筆者作成）
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ｂを結ぶエッジｘについて、ノードａからノードｂの向きなのか（ａ↓ｂ） 、ノードｂからノードａの向きなのか（ａ↑ｂ）を指定する必要がある。ノードａとノードｂの双方向のエッジを描くこと（ａ
⇅ ｂ）はできない。前述の
とおり、二つのノードを結ぶエッジを複数描くこともできないが、データとしては入力しておくことができる。
ノードａからノードｂに向けてエッジｘを引く場合、エッジの起点となる
ノード
ａ
を
“Source” 、エッジの終点となるノード
ｂ
を
“Target” とする。ノー
ド
ａ
とノード
ｂ
が直接結ばれる場合、エッジの
“Type” を
“D
irected” 、二つの
ノー が師弟関係で結ばれる場合、エッジの
“Interaction” を
“Teaching” とし
て、エッジの一覧表に記入していく。学問的な師弟関係に着目する本稿では、より詳しい関係を示す属性として、ハディースや法学などの
“Traditions
（伝承的諸学）
” と
“S
ufi
sm
（神秘主義）
” の項目を設けた。また、父親が息子を
教える例が『瞳孔』には多数みられるため、家族関係を示す
“Fam
ily” の項目
も設けた。【引用１】の記述を例にデータを作成したものが、 【図表３】である。ID0001
のアフマド・シンナーウィーは、
ID
0002
のアリー・シンナーウィー
より、ハディース学と神秘主義を学んだと記されていた。アリー・シンナーウィーからアフマド・シンナーウィーへと師弟関係が結ばれるので、
Source
はアリー・シンナーウィーの
ＩＤ
である
0002 、
Target はアフマド・シンナー
ウィーの
ＩＤ
である
0001
とする。また、アフマド・シンナーウィーが、ア
リー・シンナ ウィーより直接教えを受けたことは明らかであるので、
Type
は
D
irected 、
Interaction
は
Teaching
になる。また、何が教授されたかについて
も、属性のデータとして記録していく。アフマド・シンナーウィーは、アリー・シンナ ウィーより、伝承的諸学のうちハディースを学び、神秘主義の伝授の証であるヒルカを得たとあるので、
Traditions は
Ḥ
adith 、
S
ufi
sm
は
K
hirqa
とする。最後に、アリー・シンナーウィーがアフマド・シンナー
ウィーの父親であることを示すために、
Fam
ily
には
Father と記入しておく。
同様に、アフマド・シンナーウィーにハディースを教えたシャムス・ラムリー（
ID
0004 ） 、サイイド・ガザンファル（
ID
0005 ） 、ムハンマド・バク
リー（
ID
0006 ） 、ヒルカを授けたスィブガトゥッラー（
ID
0007 ）についても
一覧表に加えていく。
四．三
　
分析
『瞳孔』の原典からネットワークを再構築するためのデータを抽出し、ノードとエッジの一覧表とし デ タが蓄積された後、いよいよ
G
ephi を用
いた分析が可能となる。紙幅の限られる本稿では一覧表の掲載を省略するが、ノードの数は七一、エッジ 数は一三〇となった。 れらのデ タ 基づき、
G
ephi のソフトに備わっている機能によって、半自動的に描いたネッ
トワークが、 【図表４】であ エッジの数と ノードの大きさや色を比例させることにより、ネットワーク 中心（ハブ） なる人物を直観的に把握することがで る。 『瞳孔』の著者であるワリーウッラ エッジ数が最も多くな のは当然のこととして、それに続くのがアフマド・ナフリー
【図表3】エッジ一覧表の作成例
Source Target Type Interaction Traditions Sufism Family
0002 0001 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa Father
0004 0001 Directed Teaching Ḥadīth
0005 0001 Directed Teaching Ḥadīth
0006 0001 Directed Teaching Ḥadīth
0007 0001 Directed Teaching Khirqa
 （筆者作成）
【図表4】Gephiによる『瞳孔』のネットワークの視覚化例
（筆者作成）
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（
A
ḥm
ad N
akhlī, 1639–1701 ）であり、ワリーウッラーが直接教えを受けたア
ブー・ターヒルとタージュッディーン・カルイー（
T
āj al-D
īn Q
alʻī, d. 1731/2 ） 、
そしてクーラ ニーの順となっている。このことから、ハラマインにおけるアフマド・ナフリーの重要性が指摘できよう。
より詳しい分析を行なうために、 『瞳孔』の各章を割り当てられている
一二人と、著者であるワリーウッラ の師弟関係に、ノードとエッジのデータを絞る（ 【図表５】 、 【図表６】 ） 。この一三人の師弟関係に限定したネットワーク 描くと、 【図表７】のようになる。さらに伝承的諸学の継承に着目したものが、 【図表８】であり 神秘主義 継承に着目したものが、 【図表９】である。【図表５】は、主要な一三人の学者たちのノードに属性の値を入れ、一覧表にしたものである。 【図表６】は、これら一三人の学者たちの間の師弟関係のみをエッジとした一覧表である。
Tradition
の項目には、前項で述べた
Ḥ
adīth
のほか、
“B
ukhārī” 、 “M
ālik” 、
“M
uslim
” 、
“Ibn Ḥ
anbal” が加えられてい
【図表5】主要13人のノード一覧表
ID Label Name Death Year
Madhhab Ṭarīqa
Mālikī Shāfiʻī Ḥanafī Ḥanbalī Shādhilīya Madanīya Khalwatīya Naqshbandīya Qādirīya Wujūdīya
0001 Aḥmad Shinnāwī Shaykh Aḥmad Shinnāwī 1028
0002 Aḥmad Qushāshī Shaykh Aḥmad Qushāshī 1071 2 2
0003 al-Maḥjūb Sayyid ʻAbd al-Raḥmān al-Idrīsī, al-Maḥjūb 2
0004 al-Bābilī Shams al-Dīn Muḥammad b. al-ʻAlā’ al-Bābilī 1077 1
0005 ʻĪsā al-Maghribī Shaykh ʻĪsā al-Jaʻfar  al-Maghribī 1080 1 1 2
0006 Sulaymān al-Maghribī
Muḥammad b. Muḥammad b. 
Sulaymān al-Maghribī 2
0007 al-Kūrānī Shaykh Ibrāhīm Kurdī 2 1 1
0008 Ḥasan ʻAjamī Shaykh Ḥasan ʻAjamī,  Shaykh Ḥasan Ḥanafī 1133 1 2
0009 Aḥmad Nakhlī Shaykh Aḥmad Nakhlī 1 2 2
0010 al-Basrī Shaykh ʻAbd Allāh b.  Sālim al-Basrī 1134 1
0011 Abū Ṭāhir Shaykh Abū Ṭāhir Muḥammad b. Ibrāhīm al-Kurdī al-Madanī 1145 1 1 1 1
0012 Tāj al-Dīn Qalʻī Shaykh Tāj al-Dīn Qalʻī Ḥanafī 1 2
0013 Shāh Walī Allāh Shāh Walī Allāh 1 1
 （筆者作成）
【図表6】主要13人のエッジ一覧表
Source Target Type Interaction Traditions Sufism Family
0001 0002 Directed Teaching 　
0002 0007 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa
0002 0008 Directed Teaching 　
0003 0009 Directed Teaching 　 Khirqa
0004 0008 Directed Teaching 　
0004 0005 Directed Teaching Bukhārī, Mālik
0004 0009 Directed Teaching Ḥadīth, Bukhārī, Mālik
0005 0009 Directed Teaching Ḥadīth, Bukhārī, Mālik
0005 0008 Directed Teaching 　
0006 0007 Directed Teaching 　 Khirqa
0006 0012 Directed Teaching 　
0006 0011 Directed Teaching 　
0007 0011 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa Father
0007 0012 Directed Teaching Ḥadīth
0008 0011 Directed Teaching 　
0008 0006 Directed Teaching 　 Samāʻ
0008 0012 Directed Teaching Bukhārī, Muslim
0009 0012 Directed Teaching Ḥadīth
0009 0011 Directed Teaching 　
0010 0011 Directed Teaching Ibn Ḥanbal
0010 0012 Directed Teaching Ḥadīth
0011 0013 Directed Teaching Bukhārī Ibn ʻArabī
0012 0013 Directed Teaching Mālik, Ḥadīth
 （筆者作成）
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る。これらはそれぞれ、ブハーリー（
al-B
ukhārī, 810–870 ） 、マーリク・イブ
ン・アナス（
M
ālik ibn A
nas, 780 or 716–796 ） 、ムスリム・イブン・ハッジャー
ジュ（
M
uslim
 ibn al-Ḥ
ajjāj, 817 or 821–875 ） 、イブン・ハンバル（
Ibn Ḥ
anbal, 
780–855 ）の著作を教授したとの明記がある場合に記載されている。また、
S
ufi
sm
には、
K
hirqa のほかに
“S
am
āʻ ” と
“Ibn ʻ A
rabī” の項目が付加されている
が、これもそれぞれ﹁サマーウと呼ば る修行法﹂あるいは﹁イブン・アラビーの著作﹂を教授したとの明記があったことを示している。【図表５】と【図表６】のデータに基づき、
G
ephi で描いたネットワーク
が【図表７】である。 【図表４】と同様に、エッジの数に比例してノードが大きくなり、緑色が濃くなってい ノードの配列は、エッジが重ならないよう調整しつつ、左上から右下の順で、ほぼ『瞳孔』の掲載順、つまり没年
順に並べた。主要一三人の師弟関係に限定すれば、最もエッジの数が多いのは、ワリーウッラーの直接の師匠であるアブー・ターヒルとタージュッディーン・カルイー、それにハサン・アジャミー（
Ḥ
asan ʻA
jam
ī, 1639–1701 ）
の三人である。【図表７】のネットワークを基本とし、伝承的諸学の継承に焦点を当てたものが、 【図表８】である。伝承的諸学に関係す 師弟関係についての記述がなかった人物のエッジが削除されており、継承の系統が視覚的に鮮明になっている。また、 【図表８】のノ ドは、灰色、赤色、水色、黄色、桃色の五色のいずれかに着色してあり、各人の所属する法学派を確認することができる。灰色のノードは 伝承的諸学に関係する記述がなかった人物を表わし、赤色は伝承的諸学の継承に関係する記述があったもの 詳細が分から
【図表7】主要13人のネットワーク
（筆者作成）
【図表8】伝承的諸学の継承に着目した主要13人のネットワーク
（筆者作成）
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なかった人物を表わす。水色は、マーリク法学派であることが明記されている人物、つまりマーリク法学派の属性が﹁２﹂である人物を表わす。黄色はシャーフィイー法学派、桃色はハンバル法学派であることが確認できる人物を表わす。
同様に、 【図表９】は、神秘主義の継承に焦点を当てたネットワークであ
る。神秘主義に関係する師弟関係についての記述がなかった人物のエッジは削除されている。 【図表９】のノードの は、灰 、赤色、青色、紫色、緑色、橙色の六色いずれかに着色してある。灰 のノードは、神秘主義に関係する記述がなかった人物を表わし、赤色のノードは、神秘主義の継承についての記述があったものの、詳細が分 らなかった人物を表わす。青 は、存在一性論を信奉していたと 明記があった人物である。紫 マダニー教団、緑色はシャーズィリー教団に所属してい ことが確認できる人物であ
る。橙色はアフマド・ナフリーひとりだけであるが、彼の場合はやや特殊であり、ハルワティー教団からナクシュバンディー教団へと所属を変えている。主要一三人にデータを絞った場合、ほかにハルワティー教団やナクシュバンディー教団に所属していたことが明らかな人物はいないため、区別する必要はない。
ただし、分析範囲を広げていくならば、このような所属の変更をどのよう
に表現するかを検討していく必要がある。た えば、クーラーニーはアフマド・クシャーシーに教えを受けていたが、後に第三者の和解が必要なほどの不和に陥っている（
A
M
: 184–185 ） 。師弟関係を結ぶことが、必ずしも教え
の内容そのままの受容を意味しないことは、現実に照らし合わせても、想定しておくべき課題であ 。しかしながら現段階では 師弟関係が結ばれた場合、師匠から弟子へと教授内容が素直に受け入れられたという想定の下 分析を行なうこととした。以下に、ネットワ クを視覚化することによって得られた発見をいくつか述べていきたい。
第一に、 【図表８】からは、法学派を越えた師弟関係の成立を確認するこ
とができる。特にマーリク法学派の名祖マ リク・イブン・アナスの著作『踏みならされた道（
al-M
uw
aṭṭa’ ） 』は、マーリク法学派に所属していない人
物も教授を行っているようにみえる。 『瞳孔』以外の文献も参照し、各人の法学派を確認していけば、この点はより明確となるであろう
ヴォルは、北アフリカ出身者たちのマーリク法学がハラマインに持ち込ま
れ、イスラーム改革思想形成のひとつの要因になった 指摘していた（
Voll, 
1980 ） 。 【図表６】および【図表８】より、マーリク・イブン・アナスの『踏
みならされた道』がこの時代、必須 教養のように扱われていたことは裏付けられる。しかし、北アフリカ出身者たちに ってマーリク法学派が広められていったとする説を裏付けることは難し 。たとえば、アフマド・クシャーシーは、マディーナ出身でありながら、マーリク法学派であ されており（
A
M
: 182–183 ） 、マーリク法学派の影響を北アフリカからのもの
と限定すべきでないことを示唆してい 。いずれにせよ、さらなる検証が必要である。
次に、 【図表９】からは、クーラーニー、アブー・ターヒル、ワリーウッ
ラーとつながる神秘主義の系統と 別に、マフジューブ（
al-M
aḥjūb, d. 
unknow
n ）
（
26）とアフマド・ナフリーのみの独立した系統が確認できる。神秘
主義の継承に いては、 ﹁ヒルカを授けた﹂といった簡潔な表現のみで、そ
【図表9】神秘主義の継承に着目した主要13人のネットワーク
（筆者作成）
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の教えの詳細はほとんど明らかにされていない。そのため、神秘主義の継承に二つの系統があったと結論づけるには、師弟の神秘主義に関連する著作の検証が不可欠となる。
しかし、 【図表８】と【図表９】を比較してみると、いくつかのノードの
大きさが異なっていることに気づくであろう。これは、伝承的諸学の継承と神秘主義の継承に果たした役割の大きさが異なっていると うことにほかならない。たとえば、タージュッディーン・カルイーは、伝承的諸学のネットワークにおいてハブ的役割を果 しているが、神秘主義のネットワークにはまったく関わっていない。一方、スライマ マグリビーは、伝承的諸学のネットワークには関与していないもの 、神秘主義のネットワークにおては存在感を放って る。アフマド・クシャーシー、クーラーニー、ハサン・アジャミー、アフマド・ナ リー、アブー・タ ヒルなどは、どちらのネットワークにおいても要所を占めている。こ ような役割の違いを認識することは、たとえば伝承的諸学の分析をさら 進める場合に 対象 すべき人物やその重要性について 数量的に検討することを 能 す
また、各教団の勢力を比較するには、得られたデータが乏しすぎる。アフ
マド・ナフリーがハルワティー教団からナクシュバンディー 団に所属を変えたことは前述のとおりである。 『瞳孔』の記述範囲 超え が、ワリウッラーがアブー・ターヒルより授かったのは、 ﹁スーフィーのヒルカすべてを含むもの﹂ （
JL: 173 ）であったし、ワリーウッラー自身もいくつかの教
団の修行法について学んだうえで、ナクシュバンディー教団の修行法を選んでいる（
JL: 171 ） 。これらの記述を考慮に入れるならば、ひとつの教団に所
属するという概念が当時希薄であった 指摘することができるだろう。むしろ、数多くの教団を遍歴することに価値を見出していた可能性 ある このような状況 あったにもかかわらず、一八世紀以降に顕著 なる特定の教団への帰属意識や教 結束力 いかに育まれていったのか、その変化には大いに興味をそそられるところである。五．おわりに
本稿では、イスラーム研究におけるＤＨの活用方法を模索すべく、ワリー
ウッラーの伝記作品『瞳孔』の記述をデータ化し、
G
ephi によって視覚化し
たネットワ クの分析を行った。 『瞳孔』の各章で取り上げ れてい 主要
な学者一二名と、著者であるワリーウッラーの全一三名の師弟関係のネットワーク分析を中心に行なうだけでも、先行研究の再考につながる事実が数点確認できた。さらなる分析により、新たな発見がなされるものと期待される。
次の段階として、分析範囲を拡大することが挙げられるのだが、ノードが
増えていった際に、現在の分析方法が有効であるかは未知数であ 。属性項目は適切か、例外的 データにはどのよ に対応するのか、他 文献から得たデータをどのよう 統合していくべきか ど、課題は山積している。さらに、分析の目的と手法が確立され、汎用性が認められ ようになれば、それに最適なソフト開発も視野に入れていくべきであろ 。ＤＨをイスラーム研究に取り入れようとした場合、とりわけ問題となるのは、特殊文字や、右から左へ書く言語への対応である。既存のソフトのほ んどが、この問題対応していない。
以上のような問題はありつつも、デジタル化や定量的な計算により、イス
ラーム研究が扱ってきた膨大な文献は、新たな活用 場を見出だしていくことであろう。筆者は特 、ＤＨの研究手法という道具を通じ 、イスラーム研究の成果が他分野にも応用されていくこ 願 ている。　【使用原典および略号】AM
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